
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
⑪

」

○ 

大だ
い

蓮れ
ん

寺じ

（
羽
茂
本
郷
）

　

大
蓮
寺
は
、
応
永
28
年
（
１
４
２
１
）
羽

茂
本
間
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
す
。
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
像
は
佐
渡
市
指
定
文
化
財
で
、
本
間

氏
に
よ
っ
て
応
永
34
年
（
１
４
２
７
）
に
修
復

さ
れ
た
と
の
銘
が
あ
り
、
室
町
以
前
の
鎌
倉

時
代
の
様
式
を
も
つ
彫
刻
と
し
て
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。

　

山
門
（
新
潟
県
指
定
文
化
財
）
は
羽
茂

城
の
東
門
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
に
修
復
し
た
と
い

う
一
文
が
残
り
ま
す
。
そ
の
後
、
安
永
７
年

（
１
７
７
８
）
に
茅か

や

葺ぶ

き
か
ら
板
葺
き
へ
、
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
金
属
板
葺
き
へ
改

修
さ
れ
た
こ
と
が
棟
札
な
ど
に
記
さ
れ
て
お

り
、
佐
渡
の
寺
院
建
築
を
考
え
る
上
で
重
要

な
指
標
に
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
五ご

百ひ
ゃ
く

羅ら

漢か
ん

堂ど
う

は
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
）
の

造
営
と
伝
え
ら
れ
、

木
柄
が
太
く
雄
大

な
造
り
が
特
徴
で
、

堂
内
に
は
５
０
０

体
の
羅
漢
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

東と
う

光こ
う

寺じ

（
徳
和
）

　

東
光
寺
は
、三
川
の
領
主
本
間
山
城
守
に

よ
って
、永
徳
２
年（
１
３
８
２
）に
開
基
さ
れ
た

と
伝
わ
る
曹
洞

宗
寺
院
で
す
。以

後
、三
川
本
間
氏

の
菩
提
寺
と
な

り
、そ
の
遺
品
と

い
う
馬
具
な
ど
の

ほ
か
、佐
渡
市
指

定
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
文
明
10
年（
１
４
７
８
）の
鰐わ

に

口ぐ
ち

や
、絵

師
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

の
弟
子
で
佐
渡
に
流
さ
れ
た
伴ば

ん

幽ゆ
う

作
の
板
書
六
地
蔵
が
伝
存
し
ま
す
。境
内

に
は
、禅
問
答
を
す
る
禅ぜ

ん

達た
つ

と
い
う
ム
ジ
ナ
を

祀
っ
た
岩
屋
が
あ
り
、多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、本
堂
と
庫く

裏り

が
元
禄
10
年

（
１
６
９
７
）の
再
建
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
調
査
で
、鐘
楼
も
同
時
期
の
建
築
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、山
門
は
元

禄
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、島
内
有

数
の
古
い
寺
院
建
築
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆�

市
役
所�

世
界
遺
産
推
進
課�

☎
63
―
５
１
３
６

12

63

　

佐
渡
市
と
佐
渡
獣
医
師
会
で
は
、
昨
年
の

11
月
に
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
金
子
良

則
獣
医
師
が
ト
キ
の
餌
の
捕
り
方
や
、
体
の

構
造
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
文
で
、
京
都
大

学
か
ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
の
を
記
念

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
子
獣
医
師
は
、
「
ト
キ
の
採
食
行
動
に

関
与
す
る
筋
・
骨
格
系
の
機
能
形
態
学
的
研

究
」
と
い
う
論
文
で
、
ト
キ
の
餌
の
捕
り
方

は
鳥
類
の
中
で
も
独
特
で
、
サ
ギ
類
が
餌
を

目
で
追
っ
て
捕
る
の
に
対
し
て
、
ト
キ
は
く

ち
ば
し
で
探
し
て
捕
ま
え
る
こ
と
か
ら
、

「
く
ち
ば
し
な
ど
採
食
器
官
の
適
応
の
結
果

か
ら
、
同
様
の
食
性
と
生
態
的
地
位
を
占
め

る
サ
ギ
類
と
の
共
存
が
可
能
」
と
推
論
し
、

同
大
学
か
ら
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
大
学
の
学
生
に
よ
る
ト
キ
野
生

復
帰
学
術
研
究
発
表
会
も
併
せ
て
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課

　
　
　
　
　
　

☎
63
―
３
１
１
３

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

金
子
良
則
獣
医
師 

京
都
大
学
博
士
号
授
与
記
念
講
演
会

ト
キ
野
生
復
帰
学
術
研
究
発
表
会  

開
催

東光寺本堂

日
時　

２
月
21
日
㈰�

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

ト
キ
交
流
会
館　

大
ホ
ー
ル�

　
　
　
　

新
穂
潟
上
１
１
０
１
―
１�

　
　
　

（
新
穂
潟
上
温
泉
隣
）

内
容

１
．
開
会
あ
い
さ
つ�

　
　

午
後
１
時
～
１
時
10
分

２
．
ト
キ
野
生
復
帰
学
術
研
究
発
表
会�

　
　

午
後
１
時
10
分
～
２
時
40
分�

　
　

�

新
潟
大
学
・
京
都
大
学
大
学
院
・

東
京
工
科
大
学
・
弘
前
大
学
大
学

院

３
．
金
子
良
則
獣
医
師
講
演
会�

　
　

午
後
２
時
55
分
～
４
時�

　
　

演
題
「
ト
キ
の
不
思
議
」

羽茂・赤泊
地区

世界遺産 
出張説明いたします

　市民の皆さんが主
催する世界遺産に関す
る勉強会や現地見学会
（20名程度）などに、
世界遺産推進課職員
が出向き、お話・解説
をします。事前にお問
い合わせください。

大蓮寺山門


